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令和５年度「運動部活動方針」
実践推進事業

優良事例発表会

令和６年２月1５日

「 部活動における食育の実践 」
笠岡市立金浦中学校
女子バレーボール部

笠岡市立大井小学校
栄養教諭 西 順子

妹尾 雅子
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１ 学校と部活動の概要

〇 対象校：笠岡市立金浦中学校
・生徒数１９２名（７学級）

〇 対象部活動：女子バレーボール部
・部員数 １２名（１年生６名 ２年生６名）
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２ 研究の目的

＜現状と課題＞

・ 部活動時に貧血症状を訴える生徒がいる

・ 自分に必要な食事量を知っている生徒 ５０％

・ 貧血予防の食べ物を知っている生徒 ３０％
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２ 研究の目的

＜達成目標＞

・ やせの改善

・ ヘモグロビン推定値の改善

・ 自分に必要な食事量を知っている生徒 １００％

・ 貧血予防の食べ物を知っている生徒 １００％
4

食事全体のバランスや自分に必要な食事量を理解し，
実践に繋げることで貧血症状の予防・改善を目指す。
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２ 研究計画

5

３ 取組内容～部活動への取組～

① 栄養教諭による指導（生徒の活動）
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めあて：自分に必要な食事量を考え，目標を立てよう
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３ 取組内容 ～部活動への取組～

① 栄養教諭による指導（生徒の活動）
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生徒自身の
目標設定

３ 取組内容 ～部活動への取組～

保護者への啓発
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レシピの掲載
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9

３ 取組内容 ～部活動への取組～

① 栄養教諭による指導（生徒の活動）

めあて：貧血予防の食事の３つのポイントを知ろう！

３ 取組内容 ～部活動への取組～

② 専門家（シーガルズ）と連携
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食育講話及び技術指導
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３ 取組内容 ～学校全体における取組～
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③ 給食時指導（各学級で実施）

１年生：「丈夫な骨をつくろう」
２年生：「中学生に必要なごはんの量を知ろう」
３年生：「試験前の食事のポイントを知ろう」

４ 成果と課題 ～貧血の改善（個人の成果）～
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身体計測より：体組成の変化

１年生A選手 目標値 介入前 介入後
増加率
（％）

身長（cm） - 158.0  159.5 0.9 

体重（kg） 48.8 39.6 41.1 3.8 

ローレル指数
115～145

未満
100.4 101.3 0.9 

ヘモグロビン推定値
（g/dl）

12.0未満 10.6 12.0 13.2 
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４ 成果と課題 ～貧血の改善（個人の成果）～
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食事調査より：摂取エネルギー及び栄養素の変化

１年生A選手 目標値 介入前 介入後
増加率
（％）

エネルギー
（kcal）

2627 1890 1908 1.0 

たんぱく質（g） 78～120 48.0 50.1 4.4 

脂質（ｇ） 58～88 50.0 62.0 24.0 

炭水化物（ｇ） 328～427 304.0 278.0 -8.6 

鉄（mg） 10.0 5.8 6.1 5.2 

４ 成果と課題 ～集団の成果～

○ 「必要な食事量」を知っている生徒
５０％ → ５０％（変動なし）
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○ やせの改善
ローレル指数「やせ・やせぎみ」生徒
数値改善傾向



8

４ 成果と課題 ～集団の成果～
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○ 意識・行動変容が見られた
生徒の

自己評価

○ 「貧血予防の食べもの」を知っている生徒
３０％ → ６０％（増加）
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４ 成果と課題 ～集団の成果～
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５ 提案等

○ 個別指導

〇 部活動の顧問や給食主任，養護教諭等
との連携

○ 保護者へのアプローチ
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６ まとめ

〇 継続的な指導により，意識・行動変容に
つながった

〇 「貧血傾向」や「食生活」を改善するため，
今後も指導を継続する必要がある
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